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· ５がつは、ははのひがあります。ははのひは、おかあさんにかんしゃするひです。でも、ムスリムは、ははのひだけでなく、いつでも、おかあさんにかんしゃします。クルアーンにも、よげんしゃさま（ｻｯﾗｰﾗｰﾌ　ｱﾗｲﾋ　ﾜｻｯﾗﾑ）のハディースにも、おかあさんをたいせつにすることがどれだけだいじか、なんどものべられています。

· まず、おかあさんは、あなたがまだおなかのなかにいたとき、とてもたいへんなおもいをしました。ねるときも、どこへいくときも、おなかのなかにあなたをかかえていました。からだがいたくなることもありました。また、あなたがうまれたあとは、まいにち、おっぱいをあげたり、おむつをかえたり、ときには、ねむることができないひもありました。

· よげんしゃさま（ｻｯﾗｰﾗｰﾌ　ｱﾗｲﾋ　ﾜｻｯﾗﾑ）は、「だれによくするべきですか？」とたずねられると、「あなたのおかあさんです」といわれました。そのつぎは、だれですか？」ときかれると、また、「あなたのおかあさんです」といわれました。「それからだれですか？」ときかれると、３かいめもまた、「あなたのおかあさんです」といわれました。「それからだれですか？」といわれて、ようやく「あなたのおとうさんです」といわれました。　それほど、わたしたちは、おかあさんをだいじにしなければならないのです。
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· よげんしゃさま（ｻｯﾗﾗｰﾌ　ｱﾗｲﾋ　ﾜｻｯﾗﾑ）は、「ジャンナはおかあさんのあしもとにあります」とおっしゃいました。それは、おかあさんのいうことをきき、おかあさんをよろこばせることを、できるだけしなさい、ということです。また、りょうしんがよろこんでいるひとには、ジャンナのふたつのとびらがひらくそうです。

☆アッラーは、クルアーンのなかで、としおいたりょうしんにたいして、おこって「ウッフ」といってもいけないとおっしゃっています。「ウッフ」とは、おこったときのためいきのことばです。ためいきすら、いってはいけないのですから、ほかのらんぼうなことばはけっしてゆるされません。

· ３にんのおとこが、たびのとちゅう、あめがふってきたので、どうくつのなかにはいって、あまやどりをしました。すると、いわがいりぐちにおちて、３にんはどうくつのなかに、とじこめられてしまいました。そこで、３にんは、それぞれがおこなったよいことをかたって、アッラーにたすけをもとめることにしました。

ひとりのおとこはひつじかいでした。かれはまいにち、ひつじからしぼったミルクをまっさきに、りょうしんにのんでもらっていました。あるひ、いえにかえると、りょうしんはすでにねむっていました。　そこで、かれは、りょうしんのよこにたったまま、かれらがめをさますのをまちました。こどもたちが、ミルクをのみたいとなきましたが、じぶんのりょうしんよりさきにあげるのはよくないとおもって、とうとう、あさまでそうしてたっていました。かれは、アッラーのために、アッラーのめいれいをまもって、そのようにしたのでした。そういって、おとこがアッラーにいのると、どうくつをふさいでいたいわは、すこしうごきました。ほかのふたりのおとこも、それぞれのやったよいことをいってから、いのると、どうくつのいわは、おおきくひらき、３にんともそとにでることができました。
